
出雲の三保神社の御祭神、恵比寿様が磯部で釣り糸を垂らし、
鯛を釣ろうとする姿を舞った 演目であり、おめでたい舞として、
石見地方では結婚式などのお祝いの席で良く舞われています。

商売繁盛・豊漁の神として日本全国で知られる
恵比須様のいわれを神楽として伝えられたものです。


